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関係が理論的矛盾なく理解出来ることを示した｡ 次に異種イオン間の交差緩和を同じ Ni十2 イオンの異な
る結晶内位置にあるイオン間の場合, および Ni+2ィォソに対して Fe+2,Mn+2,co+2,cu+2など異種イ
オンの混晶した場合について観測した｡ これらの実験を通じて広い磁場範囲広い周波数範日射こわたって交
差緩和の機構を解明した｡ Co+2 ィォソのスピン格子緩和について長年のナゾであった異常は微量に存在
する Ni2十イオンとの交差緩和であったことが究明されている｡ もう一つ別なイオン系としてS- ガ の
スピンが2個対を作って反強磁性的に結合しているイオン対系が S-1の Ni+2のスピン系と類似の-ネ
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ルギーレベルを持っているO この様な系として Cu(NO3)2･2.5H20 をえらび交差緩和を通じてそのレベ
ルを始めて一義的に決定した｡
申請者は論文の第二部においてこの Cu(NO3)2･2.5H20 という物質が外部磁場を増加して行 く過程で
レベルの交差が起る点でエントロピ- が増大することを利用して, 断熱消磁の逆過程, 断熱磁化過程によ
って強磁場下極低温を生成する手法となることに注目し, 実験を試みた｡ 原理的には20年以前より提案さ
れており, 実験的試みも二, 三あったが, いずれも成功していなかったが, 上記の物質による試みは, 38
KGの下で 0.2oKに到達することに成功した｡ 丁度レベルが交差する点で温度は極小となるが, 充分な
低温に達するとスピンの規則配列が生じることが見出された｡ この場合スピン系は S-0とS-1のレ
ベルのみが占有されている特殊な状態にあるため発生する規則配列は従来知られていない新しいタイプの
ものとなっていることが予想されている｡ 同様な実験を CeC13･7H20 についても行ない, 定性的に同様
な結果を得ている｡

















し, 把えている交差緩和の機構を明かにした｡ この混晶系の中で Ni+2-co+2系における実験は Co+2ス
ピン系のスピン格子緩和について, 長い間ナゾとされていた異常が実は Co+2中の極微量の Ni+2との間
の交差緩和によって引き起されていたことを明確にした｡ 又 S- 露 のスピンが反強磁性的に結合して基





た｡ 現在この物質による最低温度は 0.2oK で, 磁場は 38KG であるが, この数値は核偏極をはじめ多く
の新しい実験の可能性をひらいたといえる｡ 特にこの磁場を中心として前後ある相境界の中で全 く新しい
タイプの磁気規則配列構造の存在を見出したのは, 重要な結果であり, 今後断熱磁化法による極低温の生
成と共にこの新しいタイプの磁性の研究が誘発されるものと思われる｡
参考論文は全て本論文の予備的実験の報告である｡ 申請論文は低温磁性の分野において, スピソ多体相
関の問題を交差緩和を通じて研究することの可能性を拓いた事, 及び断熱磁化法によって強磁場下極低温
を得る方法を新しく開拓した点, 更に新しいタイプの磁気規則配列を見出した点において重要な寄与があ
ったと言える｡
よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値があるものと認める｡
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